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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，真獣類が初期の多様化を始めたと考えられる前期白亜紀の後半に，
アジアの哺乳類相がどのように変化したのかを詳しく明らかにすることを目的とし，中国遼寧省阜新地域におい
て哺乳類化石の発掘調査をおこない，同地域の沙海層・阜新層産哺乳類化石群に関する分類学的検討を進めた．
発掘調査で新たに見つかった標本と，これまでに収集していた標本をあわせて研究し，真三錐歯類と多丘歯類の
新種等に関する記載論文を公表した．また懸案となっていた過去に記載された真獣類の再記載もおこなった．沙
海層・阜新層産の化石群の全貌が見えてきたことで，前期白亜紀の後半のアジアにおける哺乳類相変遷が徐々に
明らかになりつつある．

研究成果の概要（英文）：The project was intended to investigate mammalian faunal transition in Asia 
during the late Early Cretaceous, when an early diversification of eutherians occurred, I conducted 
fossil excavations in Fuxin area, Liaoning Province, northeastern China and taxonomic study on 
mammalian fossils from the Shahai and Fuxin formations.
Based on taxonomic study on newly discovered specimens as well as previously collected specimens, 
papers describing new species and specimens of eutriconodontans and multituberculates were 
published. I also published a paper of reexamination of previously described eutherian species. The 
full picture of the fossil assemblages from the Shahai and Fuxin formations is becoming clearer, and
 it gradually revealing the mammalian faunal transition in Asia during the late Early Cretaceous.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
真獣類は現生哺乳類種数の90%以上を占めるグループで，中生代の中期ジュラ紀 (あるいは遅くとも前期白亜紀
の中頃まで) に出現後，前期白亜紀の後半には初期の多様化を始めたらしいことが化石記録でわかってきた．真
獣類の初期進化の中心であったと考えられるアジアにおいて，真獣類の多様化に伴い哺乳類相の構成がどのよう
に変化したのかを知ることは，哺乳類の進化史を探るうえで重要なテーマである．現在その時代の様子を知るこ
とができる化石群の調査を進めており，徐々に当時のアジアの哺乳類相変遷が明らかになりつつある．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
真獣類は現生哺乳類種数の 90 % 以上を占め，哺乳類の進化史を知る上で特に重要なグループ
のひとつである．化石記録から，真獣類は中生代の中期ジュラ紀頃に出現したと考えられてい
る (但しこれについては異論もある)．しかしながら前期白亜紀の中頃までは真獣類の化石記録
は他の哺乳類グループのものと比べて多くなく，真獣類の初期進化の中心であったと考えられ
るアジアでも，その時代の哺乳類相においては主要な構成要素ではなかった．例えば当時 18 種
の哺乳類化石が見つかっていた中国遼寧省の熱河層群を見ても，真獣類は 2 種にすぎなかった．
一方で後期白亜紀のアジアにおける化石記録を見ると，真獣類は 50 種以上の哺乳類の半数以上
を占めており，明らかに哺乳類相の主要構成要素となっている．この哺乳類相の変化は，その
後の真獣類の成功を考えると，哺乳類進化における重要な出来事であったと言える． 
前期白亜紀から後期白亜紀への哺乳類相変化がいつどのように起こったのか．それを知るひ
とつの手掛かりとなるのが，熱河層群とほぼ同地域に分布し，それよりも少し若い前期白亜紀
後期の地層である沙海層・阜新層から見つかる哺乳類化石群である．前研究課題までに，両層
からは 100 点を超える哺乳類化石が見つかっていたが，そのうち真獣類は標本点数で 1/3 以上
を占め，当時多丘歯類とともに哺乳類相の主要構成員になっていたことがわかってきていた．
また，真獣類や多丘歯類と同時に，熱河層群では多く見つかっているが，後期白亜紀になると
アジアでは見つからなくなる真三錐歯類などのグループも含まれていることも明らかになって
きていた．つまり沙海層・阜新層産の哺乳類化石群は，前期白亜紀の中頃と後期白亜紀の中間
的な組成を示す．したがって，この化石群の構成を明らかにすることで，白亜紀のアジアにお
ける哺乳類相の変遷をより良く理解することが可能となると考えられた． 
 
２．研究の目的 
そこで，本研究課題では，主に沙海層・阜新層産の哺乳類化石群の研究をさらに進めること
を通して，真獣類の初期進化の中心であったと考えられるアジアにおいて，真獣類が哺乳類相
の主要構成員となり始める時期に，哺乳類相がどのように移り変わったのか明らかにし，真獣
類を主要構成員とする “後期白亜紀型” 哺乳類相の成立過程を探ることを目的とした． 
 
３．研究の方法 
研究は，本研究課題の期間を通して，標本の収集，標本の観察と分類学的検討，および既存
標本との比較の 3 点に重点をおいておこなった．研究対象としたのは，主に沙海層・阜新層産
の哺乳類化石である． 
標本収集では，中国遼寧省阜新市とその周辺の炭鉱で，沙海層・阜新層における哺乳類化石
発掘調査をおこなった．現在中国では石炭の消費を抑える政策がとられており，そのため阜新
市やその周辺の炭鉱も多くが閉鎖され，あるいは冬季のみの稼働となってきている．そのため，
日程の都合もあって，調査は研究期間の最初の 2 年でしかおこなえなかった．発掘調査は中国
科学院古脊椎動物與古人類研究所 (以下 IVPP) の協力を得ておこない，IVPP の金迅氏，謝樹華
氏，董麗萍氏，兵庫県立人と自然の博物館の池田忠広氏，遼寧省阜新市の常征路氏，費永利氏
が調査に同行した (但し同行者は年によってやや異なる)． 
同産地で過去に収集した標本および新たに得られた標本について，IVPP で観察をおこない，
分類学的検討を進めた．IVPP においては走査型電子顕微鏡による標本の撮影や，マイクロ CT 
による標本のスキャンもおこなった．また，過去に収集した標本を新たに整理し直し，いくつ
かの重要な標本を再確認することもできた．さらに，日本の標本についても同様の研究を進め
た． 
他地域の既報標本との比較は主に文献を通しておこなった．また，標本観察のためにサンク
トペテルブルグのロシア科学アカデミー動物学研究所を訪問した． 
 
４．研究成果 
発掘調査をおこなえた 2  年で合計 14 点ほどの哺乳類・および哺乳類のものである可能性の
ある化石が採集できた．前研究課題までの調査と比べると，質・量ともに劣るものの，この時
代の哺乳類化石は見つかること自体が貴重であることや，調査地域の炭鉱の状況を考えると，
調査の成果としては上々と言って良い．また，哺乳類以外にもトカゲ類やカメ類などの小型の
爬虫類や，恐竜類の化石も収集できた．新たに得られた哺乳類標本については謝樹華氏に依頼
し，保存の良さそうなものから順にクリーニングをおこない，クリーニングの終了した標本に
ついては既存標本とともに観察をおこなった． 
沙海層・阜新層産の既存標本や，新たに得られた標本のうちクリーニングが終了したものに
ついて，標本観察と，各標本の分類学的検討を進めた．その結果，採集した哺乳類化石の中に，
多丘歯類と真三錐歯類の新種や，既知の種のものと思われるがこれまでに見つかっていなかっ
た部位の標本が含まれていることがわかり，多丘歯類 (図 1) と真三錐歯類 (図 2) に分けてそれ
ぞれ国際誌 (多丘歯類, Journal of Mammalian Evolution; 真三錐歯類, Vertebrata PalAsiatica) に投稿
し掲載された (多丘歯類については現在まだオンライン公開のみ)．これによって沙海層・阜新
層からこれまでに報告した真三錐歯類・多丘歯類はそれぞれ少なくとも 5 種および 6 種となっ
た． 

 



図 1. 記載した多丘歯類化石の一部． 
(a) Dolichoprion lii  Kusuhashi et al., 2019 の左下顎．(b) ?Liobaatar sp. の右上顎． 

 

図 2. 記載した真三錐歯類化石の一部．Fuxinoconodon changi Kusuhashi et al., 2020 の右下顎． 
 
また，前研究課題時から引き続き取り組んできた，阜新層産真獣類 Endotherium niinomii の再
記載について，国際シンポジウム (IGCP 608)  での発表と国際誌 (Vertebrata PalAsiatica) での論文
公表をおこなった．1947 年に鹿間時夫によって阜新層から記載された E. niinomii は，当然沙海
層・阜新層産真獣類化石の研究をおこなう上で考慮すべき種だが，模式標本が失われている上，
原記載が現在からすると不十分だったため，我々の標本に関する分類学的検討成果を発表する
うえで障害となっていた．母岩に残された印象に基づくこの再記載により，沙海層・阜新層産
真獣類化石の研究を進める準備が完了した．その後進めた真獣類化石の分類学的検討により，
依然研究途中ではあるが，沙海層・阜新層からは少なくとも 6 種 (おそらくそれ以上) の真獣類
見つかっていることが明らかになりつつある． 
さらにスパラコテリウム類 (“相称歯類”) 化石の検討も進めているが，すでに記載された種も
含めて，沙海層・阜新層からは少なくとも 3 種の化石が見つかっている．既報のものと研究途
中のものを併せると，沙海層・阜新層産哺乳類化石群には，真三錐歯類・多丘歯類・スパラコ
テリウム類・ “真汎獣類"・真獣類と 5 グループの哺乳類，少なくとも 21 種が含まれているこ
とがわかってきた．そしてその構成は，ほぼ同地域に分布し，沙海層・阜新層よりもやや古い
時代の地層である熱河層群のものと，やはり大きく異なることがわかる (図 3)．熱河層群からは
真三錐歯類や “相称歯類” が多く見られるのに対し，沙海層・阜新層産の哺乳類ではその割合が
減り，真獣類と，特に多丘歯類の割合が増加している．また，現時点では，研究途中の真獣類
の種数をかなり少なく見積もっているので，実際にはさらに割合が増えると考えられる．後期
白亜紀のアジアでは真獣類と多丘歯類が哺乳類相の主要な構成員となるから，沙海層・阜新層
産の哺乳類化石は，後期白亜紀型の哺乳類相への移行が前期白亜紀の後半にはすでに始まって
いたことを示している． 
 



図 3. 白亜紀アジアの哺乳類相組成の変化 (種数)． 
(a) 熱河層群産の哺乳類相から (b) 沙海層・阜新層産の哺乳類相へとその構成が大きく変わる
ことがわかる．そして沙海層・阜新層産の哺乳類相は熱河層群と (c) 後期白亜紀のアジアの

哺乳類相の中間的な組成を示している． 

 
今後さらに沙海層・阜新層産哺乳類化石に関する分類学的検討を進める必要はあるが，本研
究課題までの研究成果により，白亜紀前期の後半のアジアにおける，真獣類の多様化とそれに
伴う哺乳類相の変化が徐々に見えつつある．興味深いのは真獣類と多丘歯類の多様化がほぼ同
時期に起こっているように見えることである．引き続き沙海層・阜新層産の哺乳類化石に関す
る研究を続けることで，哺乳類進化を知る上で重要な時代の 1 つである前期白亜紀後半におけ
る哺乳類相の変遷が，より詳細に明らかにできると考えられる． 
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